
【実施体制】

「地域に生き世界に伸びる」をモットーとし、産学官共創を展開する国立大学法人大阪大学は、国立大学法人東京農工大学（以下
「東京農工大学」と記す）および日本アイ･ビー・エム株式会社（以下「日本IBM」と記す）を協働機関とし、日本学術会議の関連諸委
員会の協力を得て、女性研究者を取り巻く研究環境整備や研究力向上に取組む機関をつなぐ全国ダイバーシティネットワークを構
築する。

【特長】
１.全国ダイバーシティネットワーク組織の構築
・全国を８ブロックに分け、地域の特性に応じた活動展開をする。
・それぞれのブロックに幹事大学を置き、８ブロックにおける活動の活性化、ブロック間の情報共有を図ることを目的に各ブロックの幹事大学が一堂
に会する「幹事会」を開催し、フェイス・トゥ・フェイスで事例や課題の共有を図る。
・国立大学のみならず公立私立大学等にも参加を呼びかけ、全国ダイバーシティネットワーク組織の拡充を図り、女性研究者支援のノウハウと各大学
等のグッドプラクティス等の情報共有を全国へ展開する。

2.全国ダイバーシティネットワークプラットフォームの構築
・ウェブサイトを有効に活用することにより、大学、研究機関、企業等の機関のみならず、個々の研究者・技術者等にも開かれた「全国ダイバーシティ
ネットワークプラットフォーム」を構築し、将来的に自立した活動を行う全国ネットワークの構築をめざす。

【体制の概要】

大阪大学（全国ネットワーク中核機関（群））
協働機関：東京農工大学、日本アイ・ビー・エム株式会社 実施期間：Ｈ３０年～R５年

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ



【取組概要（目標）】
1．「全国ダイバーシティネットワーク組織」の構築
・全国8ブロックにおける活動の活性化、ブロック間の情報共有を図る
ことを目的に、各ブロックの幹事大学が一堂に会する幹事会を開催す
る。
・幹事会を通じて、研究者のライフイベントおよびワーク・ライフ・バラン
スに配慮した研究環境の改善やそれに向けた機関内の意識改革、
各種有効な取組等の情報共有を図る。
・幹事大学等のリーダーシップのもと、「全国ダイバーシティネットワー
ク組織地域ブロック会議」を開催し、参画機関とともに、地域の特性に
あわせた取組等を行い、「全国ダイバーシティネットワーク組織」を通
じて全国展開を図る。

2．「全国ダイバーシティネットワークプラットフォーム」の構築
・ウェブサイトを開設し、グッドプラクティスを始めとする国内外の有益
な取組やアンケート調査の結果等の情報発信を行う。
・将来的な自立化に向けた運営体制、コンテンツの整備を図る。

3．国内外の動向調査等の取組
・日本学術会議の関連諸委員会と連携して、すべての大学・研究機関
を対象に実態調査を実施する。また、男女共同参画に関する研究者
対象のアンケート調査を実施する。
・日本IBMを中心に、女性活躍促進に係る企業アンケートを実施する。
・アンコンシャス・バイアスを含む意識改革等に向けたセミナーの開催
や国内外調査等を行い、ウェブサイトを通して情報発信する。

4．全国的なネットワークの連携強化を図るシンポジウムの
実施
・全国の関係諸機関が参加する「全国ダイバーシティネットワークシン
ポジウム」を開催し、全国ダイバーシティネットワークの構築および参
画機関の連携強化を図るとともに、情報・課題の共有ならびに参画機
関のさらなる増加を図る。
・地域ブロック会議主催のシンポジウムやセミナー等を開催する。
・日本学術会議と大阪大学（全国ダイバーシティネットワーク幹事機
関）の共同主催で関係諸機関・団体等が参加する「学術フォーラム」
を開催し、アンケート調査の分析結果の共有を図る。
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【お問合せ】
機関名：大阪大学男女協働推進センター
所在地：大阪府吹田市山田丘１－１
連絡先：TEL 06-6105-6059

ＨＰ：【全国ダイバーシティネットワークOPENeD】

https://www.opened.network/

【広報関係】

①男女共同参画局メールマガジン[内閣府]

http://www.gender.go.jp/magazine/backnumber/index.html

②マナビィ・メールマガジン[文部科学省]

（生涯学習関連情報）

http://www.mext.go.jp/magazine/backnumber/1263046.htm

①②を活用して全国ダイバーシティネットワーク組織の取組に

ついて広報を行う。

-------------------------------------------------------------------------------

③初中教育ニュース[文部科学省]

（初等中等教育局メールマガジン）

http://www.mext.go.jp/magazine/backnumber/symel.htm

③を活用して女子小中高生向けの取組について広報を行う。


